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サイエンスマップ 2006 では、2001 年から 2006 年までの６年間に発行された論文の中で、各年、各分野
（臨床医学、植物・動物学、化学、物理学など 22 分野）の被引用数が上位１％である高被引用度論文（約
５万件）を用いた。これら高被引用度論文に対して、「共引用」を用いたグループ化を２段階（論文→リサ












図表 1、図表 2 にサイエンスマップを示した。可視化の単位は研究領域であり、共引用の度合い
が強い研究領域が近くに配置するよう描かれている。 








                                                  
1 本調査は、第 3 回目の報告である。第１回目は「NISTEP REPORT No.95 急速に発展しつつある研究領域調査（2005 年 5 月）」、第２回













シュごとにコアペーパ密度（コアペーパ数/メッシュの面積）を割り出す。④値に基づき、色付けを行なう。詳細は第 I 部 P12 に記す。 




図表 2 サイエンスマップ 2006（注目研究領域の位置のみを示したもの） 
 
 
(注１) 黄色の丸が注目研究領域の中心位置を示し、丸の横に書かれた数字は注目研究領域の ID を示す。マップ中のグラデーションはコ
アペーパの密度に対応している。コアペーパが集中している部分は暖色、コアペーパの密度が小さくなるにつれ色が次第に寒色に近づく。
色はサイエンスマップ中で最もコアペーパの密度が高い部分「観測的宇宙論とそれを巡る素粒子的模型(ID69)」を基準として決められて
いる。最大密度の 0.8 倍の密度を持つ部分は赤色、それ以上の部分は白抜きで表現している。 
(注２) 他研究領域との共引用が小さい一部の領域は、マップの中心から外れた位置に存在するため、上記マップには描かれていない。 


























































































データ： Thomson Scientific 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計  
 vi
３.  サイエンスマップ 2004 と 2006 の比較から見える科学研究の変化 










ら RNA への転写調節機構の解明に主眼がおかれてきた。しかしながら、2000 年代に入るとこれに加えて、












コアペーパ数が 80 以上で、コアペーパの重なりが 20 以上の注目研究領域間の対応関係を示した。コアペーパ数が 80 以上の注目研究
領域の位置を黄色の丸、コアペーパ数が 80 より小さい注目研究領域の位置を赤色の丸で示している。 
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では、欧州原子核研究機構（CERN）の LHC（Large Hadron Collider）の始動に伴い、今後は理論の検証


























































図表 6 学際的・分野融合的研究領域のサイエンスマップ上での位置づけ 
 
(注) 特定分野のコアペーパ分布が 6 割以上を占める部分は分野に対応する色で表示され、特定分野のコアペーパ分布が 6 割より小さい
場合は、学際的・分野融合性が高い部分として色づけしていない。 



























が明らかにされた。【第 I 部 P38-45】 
 
サイエンスマップ 2006 で抽出された 124 注目研究領域における日本の平均シェアは 9.6％であり、サイ
















図表 7 サイエンスマップ 2004 及びサイエンスマップ 2006 上に示した中国論文比率 
  
(注) 論文シェアが 5％を水色で表示し、30％以上を赤色で表示した。論文シェアの計算には整数カウントを用いた。 

































る。【第 I 部 P46-50】 
 
(定期的な科学の観測) 
サイエンスマップ 2004 と 2006 の比較や専門家からの聞き取り調査から、科学研究は 2 年の期間にお










































































本報告書では 2001 年から 2006 年に出版された論文を用いてサイエンスマップを作成し、「サイエンス





                                              
1 本調査は、第 3 回目の報告である。第 1 回目は「NISTEP REPORT No.95 急速に発展しつつある研究領域調査(2005 年 5 月)」、第 2
回目は「NISTEP REPORT No.100 サイエンスマップ 2004(2007 年 3 月)」である。 
2 総合的なレビューとしては以下がある。Börner, K., Chen, C., and Boyack, K. W. (2003), “Visualizing Knowledge Domains”, Annual 





では、調査手法の概要とサイエンスマップ 2006 における手法の改良点を説明する。 
 
２－１ 論文のグループ化による研究領域の構築 
論文のグループ化方法は前回調査(NISTEP REPORT No.100 サイエンスマップ 2004)と同じである。論
文のグループ化により 687 研究領域が得られ、その中で一定の大きさを持つ 124 注目研究領域に対して
内容分析を行った。 











ティングペーパ」と呼ぶ。第１段階のグループ化で得られる論文の集合として Thomson Scientific 社の Essential 
Science Indicators (ESI)に収録されているリサーチフロント(5538 リサーチフロント)を用いた。これらリサーチフロン
トを再度グループ化することで 687 研究領域を得た。 
クラスタリングの詳細を下の表にまとめた。サイエンスマップ 2004 でクラスタリングでの対象としたのは 1999 年
から 2004 年、サイエンスマップ 2006 では 2001 年から 2006 年に出版された高被引用度論文(被引用数上位 1%
の論文)である。 
第 1 段階クラスタリングで得られたリサーチフロント数はサイエンスマップ 2006 の方が 200 程度多い。リサーチ
フロントに含まれるコアペーパ数はほぼ同程度である。第 2 段階クラスタリングで得られた研究領域数は、サイエ
ンスマップ 2006 において約 1 割増加し 687 研究領域となった。 
サイエンスマップ 2006 で得られた研究領域は、サイエンスマップ 2004 と比べると、ひとつの研究領域に含ま
れるリサーチフロント数が少ない。具体的にはサイエンスマップ 2004 では 5.6、サイエンスマップ 2006 では 5.2
である。このため、サイエンスマップ 2006 で内容分析の対象となる注目研究領域数(含まれるリサーチフロント数
が６以上)は 124 領域と、サイエンスマップ 2004 と比べて９領域減少した。 
 
(共引用分析についての参考文献) 
Small, H. and Sweeney, E. (1985a), “Clustering the Science Citation Index using Co-citations. I. A 
Comparison of Methods”, Scientometrics, 7, 3-6, 391-409. 
Small, H., Sweeney, E., and Greenlee, E. (1985b), “Clustering the Science Citation Index using 





















































サイエンスマップ 2006 では研究領域相関マップに、論文のグループ化で得られた 687 研究領域すべ




































注目研究領域の内容分析実施者に、注目研究領域の 1990 年代後半からの発展状況と今後 5 年以内
の発展状況についてアンケート調査を実施した。具体的には、以下の 2 点について質問を行なった。【第
II 部 参照】 
 
【アンケートの内容】 
① 注目研究領域は、1990 年代後半から 2001～2006 年(調査対象期間)までの約 10 年間でどのような変化があっ
たと思われますか？該当する番号を記入してください(複数可)。 
１． 1990 年代後半は、もう少し大きな研究領域の一部であったが、その後研究が進み一つの研究領域として独立した。 





















② 過去のサイエンスマップ(10～15 年前)があるとして、どのように変化してきたか？ 




















サイエンスマップ 2006 では図表 1 に示した 124 注目研究領域が抽出された。個々の注目研究領域の
内容については、第 II 部に示す。 
 
図表 1 注目研究領域名一覧 
ID 研究領域名 ID 研究領域名
1 薬剤溶出性ステント 32 植物の誘導防衛機構
2 肝細胞がんのステージ分類/治療アルゴリズム/予後予測 33 植物の環境ストレス応答／代謝プロファイリング／細胞構造とリン脂質代謝
3 ヒストン脱アセチル化酵素（HDAC）阻害剤による抗腫瘍効果の基礎及び臨床的研究 34 植物感染防御/植物免疫
4 血液凝固制御系による生態防御 35 ポリ臭素化ジフェニルエーテル（PBDEs）を主体とした臭素系難燃剤の環境汚染学的研究
5 深在性真菌症 36 気候変動に起因する動植物活動変化の検知・予測・対策支援技術
6 H5N1亜型高病原性鳥インフルエンザの研究 37 生物多様性
7 薬物による骨代謝調節とその臨床応用 38 大気汚染物質、ミネラルダストの気候影響
8 ホルモン補充療法（HRT）の作用と副作用の変遷 39 地球史
9 血栓塞栓症研究 40 ガンマ線バーストと相対論的天体爆発現象
10 在来型感染症／耐性菌感染症 41 銀河の形成と進化
11 リンパ球活性化臓器障害の抗体療法等による制御 42 固体高分子形燃料電池/物質移動･熱流動
12 心臓病に対するリスク・アセスメント、治療効果、及び、診断法に関する研究 43 窒化物半導体トランジスタ/高電圧および高周波応用
13 糖尿病の薬物治療／チアゾリジン系誘導体 44 ニューロン・グリア相互作用による脳機能の統合的理解
14 急性冠症候群の発症に影響を及ぼす動脈硬化，脂質代謝異常，糖代謝異常と脂質低下剤および糖代謝改善薬の急性冠症候群発症抑制作用 45 内臓感覚と情動・共感の神経機構
15 グレリン/機能と病態生理的意義 46 意思決定神経科学
16 ホルモン療法/乳がん予防 47 シナプス可塑性におけるＡＭＰＡ受容体およびスパイン形態の動態
17 分子標的治療/タイプⅢチロシンキナーゼ関連腫瘍 48 精神・神経疾患の原因解明と治療法の開発
18 HER2(ヒト上皮成長因子受容体２)陽性乳がんに対する抗体療法の基礎および臨床研究 49 ヒト脳の機能解析、および精神疾患の薬物療法
19 肥満・糖尿病 50 ネットワークからみた生産プロセスの構造分析
20 EGFR変異などを標的とする分子標的治療の新展開 51 企業をとりまく経済環境
21 細胞外環境による組織幹細胞の制御ならびにがん幹細胞の特性に関する研究 52 メタマテリアル
22 がん/遺伝子発現プロファイル解析 53 二硼化マグネシウムの超伝導特性と応用
23 傷害組織修復機構の生物学的解明と臨床応用 54 アト秒量子ダイナミクス
24 イオン・水チャネル分子の動作原理の解明 55 強磁性半導体スピントロニクス
25 ゲノムワイド遺伝子発現解析・発現調節機能解析 56 多次元光子による量子情報制御
26 ヒストンの多様性と生命現象 57 半導体中でのスピンの電気的制御/固体素子による量子コンピュータ
27 植物機能ゲノミクス研究 58 高温超伝導スペクトロスコピー/新奇電子相
28 植物細胞プロテオーム解析 59 高エネルギー密度科学
29 植物―微生物相互作用 60 複雑ネットワーク
30 植物の光環境応答制御/花芽形成機構 61 量子情報・通信、光ナノサイエンス
31 レドックス制御 62 ハドロン分光学
 




ID 研究領域名 ID 研究領域名
63 強く相互作用し合った物質の新しい量子凝縮相 94 大気汚染（特に粒子状物質）の循環器系疾患への影響に関わる疫学研究
64 高エネルギー原子核衝突によるクォーク物質の探求 95 HCV及びHIVに関する研究




67 非可換空間上の場の理論 98 アポトーシス（細胞死）と炎症
68 AdS/CFT対応の検証と可積分性 99 胚性幹細胞／神経誘導
69 観測的宇宙論とそれを巡る素粒子的模型 100 大気と陸域生態系間のCO2等交換過程の研究
70 高次元ブラックホール 101 蛋白質性感染因子/遺伝物質の新パラダイム
71 エレクトロスピニング法によるナノファイバー技術とティッシュ・エンジニアリング研究 102 TRPチャネルの生理機能
72 無機酸化物・有機−無機ハイブリッド・有機ポリマーを用いた太陽電池の研究 103 低酸素誘導性因子1の活性化とがんの微小環境の形成
73 超微細結晶粒/巨大ひずみ加工 104 固体高分子形燃料電池／高分子電解質膜
74 時空間符号 105 衛星・地上観測に基づく水蒸気・雲・エアロゾル・アルビードの定量化
75 多機能署名/多機能暗号 106 水環境
76 インタラクトーム解析 107 エアロゾル
77 分子性ナノ量子磁石 108 自然免疫
78 高分子系ナノコンポジット 109 微生物多様性
79 リビングラジカル重合 110 タンパク質のユビキチン化とSUMO化に関する研究
80 アンテナ系と電荷分離系をまねた人工光合成モデルの構築 111 生命現象の複階層的な調節機構
81 多孔性配位高分子 112 内因性カンナビノイドシグナルの分子機構及び生理的役割
82 ネオグリコリピド糖鎖マイクロアレイによる糖鎖認識タンパク質の結合特異性の検索 113 光合成明反応装置/構造・機能・制御
83 金属酵素による酸素分子の活性化 114 積層フィルムやカプセルに関する研究
84 タンパク質のフォルディング 115 カーボンナノチューブの合成とデバイス評価
85 イオン液体 116 金属および金属酸化物ナノ粒子・ナノ構造体の合成と光学的応用についての研究
86 分子マシン・単分子導電体による超分子ナノデバイスに関する研究 117 マイクロバイオ・化学システム
87 DNAナノ材料・デバイス 118 メソポーラス材料/シリカ系有機無機ハイブリッド材料/有機超分子集合体
88 炭素求核剤の触媒的不斉付加反応 119 同位体標識/定量的質量分析/タンパク質解析
89 バイオイメージングプローブ 120 有機トランジスタ/高性能・高機能化
90 合成ポリマー固定化触媒技術 121 高分子有機LEDおよびリン光有機LED
91 触媒的不斉合成 122 バイオインフォマティクス/トランスクリプトーム
92 遷移金属触媒を用いる分子変換反応 123 パーキンソン病の病因病態とオートファジーによる細胞内品質管理機構
93 重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲＳ）の発症機序と予防・治療法 124 アルツハイマー病の分子病態と治療
 




図表 2 と図表 3 は研究領域相関マップである。可視化の単位は研究領域であり、共引用の度合いが
強い研究領域が近くに配置するよう描かれている。 
 








シュごとにコアペーパ密度（コアペーパ数/メッシュの面積）を割り出す。④値に基づき、色付けを行なう。詳細は P12 に記す。 






図表 3 研究領域相関マップ（注目研究領域の位置のみを示したもの） 
 
(注１) 黄色の丸が注目研究領域の中心位置を示し、丸の横に書かれた数字は注目研究領域の ID を示す。 
(注２) 他研究領域との共引用が小さい一部の研究領域は、マップの中心から外れた位置に存在するため、上記マップには描かれていな
い。 




















































































































(注 1) 正射図法により、縦軸への投影を行なった正射投影図を縦投影図、横軸への投影を行なった正射投影図を横投影図とする。 








図表 5 サイエンスマップ 2004 の横投影図と縦投影図 
生命科学系













(注 1) 正射図法により、縦軸への投影を行なった正射投影図を縦投影図、横軸への投影を行なった正射投影図を横投影図とする。 















研究領域相関マップで表示したサイエンスマップ 2004 を図表 6 に、サイエンスマップ 2006 を図表 7
に示す。サイエンスマップ 2004 とサイエンスマップ 2006 に共通に含まれているコアペーパをマーカとして
用いることで、注目研究領域がどのように発展しつつあるかの把握が可能である。それぞれの図中にはサ
イエンスマップ 2004 とサイエンスマップ 2006 で共通のコアペーパが何処に存在しているかの対応関係を
示している。黄色の矢印で示したのはコアペーパの集まりが分裂せずに継続している注目研究領域、赤
色の矢印で示したのはコアペーパの集まりが幾つかのグループに分裂した注目研究領域、青色の矢印
で示したのはサイエンスマップ 2006 では融合した注目研究領域である。コアペーパ数が 80 以上で、コア







図表 6 サイエンスマップ 2004  
 
(注) コアペーパ数が 80 以上の注目研究領域について領域名の一部を示した図、コアペーパ数が 80 以上の注目研究領域の位置を黄色
の丸、コアペーパ数が 80 より小さい注目研究領域の位置を赤色の丸で示している。 
データ： Thomson Scientific 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
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図表 7 サイエンスマップ 2006 
 
 
(注) コアペーパ数が 80 以上の注目研究領域について領域名の一部を示した図、コアペーパ数が 80 以上の注目研究領域の位置を黄色
の丸、コアペーパ数が 80 より小さい注目研究領域の位置を赤色の丸で示している。 

















植物における生命現象に関する研究は、長らく DNA から RNA への転写調節機構の解明に主眼がおか
























図表 8 サイエンスマップ 2006 (生命科学系拡大図及び研究領域リスト) 
 
ID 研究領域名 ID 研究領域名 ID 研究領域名
1 薬剤溶出性ステント 21 細胞外環境による組織幹細胞の制御ならびにがん幹細胞の特性に関する研究 82
ネオグリコリピド糖鎖マイクロアレイによる糖鎖認識タ
ンパク質の結合特異性の検索
2 肝細胞がんのステージ分類/治療アルゴリズム/予後予測 22 がん/遺伝子発現プロファイル解析 83 金属酵素による酸素分子の活性化
3 ヒストン脱アセチル化酵素（HDAC）阻害剤による抗腫瘍効果の基礎及び臨床的研究 23 傷害組織修復機構の生物学的解明と臨床応用 93
重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲＳ）の発症機序と予
防・治療法
4 血液凝固制御系による生態防御 24 イオン・水チャネル分子の動作原理の解明 95 HCV及びHIVに関する研究
6 H5N1亜型高病原性鳥インフルエンザの研究 25 ゲノムワイド遺伝子発現解析・発現調節機能解析 96 薬物トランスポーターのヒト生体中機能解明
7 薬物による骨代謝調節とその臨床応用 26 ヒストンの多様性と生命現象 97 Foxp3陽性CD25陽性CD4陽性制御性T細胞を中心とした免疫応答の抑制
8 ホルモン補充療法（HRT）の作用と副作用の変遷 27 植物機能ゲノミクス研究 98 アポトーシス（細胞死）と炎症
9 血栓塞栓症研究 28 植物細胞プロテオーム解析 99 胚性幹細胞／神経誘導
10 在来型感染症／耐性菌感染症 29 植物―微生物相互作用 101 蛋白質性感染因子/遺伝物質の新パラダイム
11 リンパ球活性化臓器障害の抗体療法等による制御 30 植物の光環境応答制御/花芽形成機構 102 TRPチャネルの生理機能
12 心臓病に対するリスク・アセスメント、治療効果、及び、診断法に関する研究 31 レドックス制御 103
低酸素誘導性因子1の活性化とがんの微小環境の
形成





33 植物の環境ストレス応答／代謝プロファイリング／細胞構造とリン脂質代謝 110 タンパク質のユビキチン化とSUMO化に関する研究
15 グレリン/機能と病態生理的意義 34 植物感染防御/植物免疫 111 生命現象の複階層的な調節機構
16 ホルモン療法/乳がん予防 44 ニューロン・グリア相互作用による脳機能の統合的理解 112
内因性カンナビノイドシグナルの分子機構及び生
理的役割
17 分子標的治療/タイプⅢチロシンキナーゼ関連腫瘍 47 シナプス可塑性におけるＡＭＰＡ受容体およびスパイン形態の動態 119 同位体標識/定量的質量分析/タンパク質解析
18 HER2(ヒト上皮成長因子受容体２)陽性乳がんに対する抗体療法の基礎および臨床研究 48 精神・神経疾患の原因解明と治療法の開発 122 バイオインフォマティクス/トランスクリプトーム
19 肥満・糖尿病 60 複雑ネットワーク 123 パーキンソン病の病因病態とオートファジーによる細胞内品質管理機構
20 EGFR変異などを標的とする分子標的治療の新展開 76 インタラクトーム解析 124 アルツハイマー病の分子病態と治療  















































ID20)」へと継続している。「ウィルスの感染機構と宿主免疫:C 型肝炎ウィルス感染と HIV ウィルス(2004、
ID110)」は、「HCV 及び HIV に関する研究(2006、ID95)」へ継続している。 
一方、サイエンスマップ 2004 からサイエンスマップ 2006 にかけて、分裂した注目研究領域もある。まず、












さらに、「免疫研究(2004、ID116)」は、「Foxp3 陽性 CD25 陽性 CD4 陽性制御性 T 細胞を中心とした免
疫応答の抑制(2006、ID97)」と「自然免疫(2006、ID108)」へと分裂している。免疫系研究は、獲得免疫





































ID116)」である。これらは過去 10 年で急速に発展してきた研究領域であり、10 年前のマップではずっと小
さかったであろうとの指摘が専門家からなされた。 
サイエンスマップ 2006 からも、ナノサイエンスが着実に発展していることが見て取れる。例えば、サイエ














図表 9 サイエンスマップ 2006 (化学合成/ナノサイエンス拡大図及び研究領域リスト) 
 
 
ID 研究領域名 ID 研究領域名
24 イオン・水チャネル分子の動作原理の解明 86 分子マシン・単分子導電体による超分子ナノデバイスに関する研究
39 地球史 87 DNAナノ材料・デバイス
42 固体高分子形燃料電池/物質移動･熱流動 88 炭素求核剤の触媒的不斉付加反応
52 メタマテリアル 89 バイオイメージングプローブ
54 アト秒量子ダイナミクス 90 合成ポリマー固定化触媒技術
56 多次元光子による量子情報制御 91 触媒的不斉合成
61 量子情報・通信、光ナノサイエンス 92 遷移金属触媒を用いる分子変換反応
63 強く相互作用し合った物質の新しい量子凝縮相 101 蛋白質性感染因子/遺伝物質の新パラダイム
71 エレクトロスピニング法によるナノファイバー技術とティッシュ・エンジニアリング研究 104 固体高分子形燃料電池／高分子電解質膜
72 無機酸化物・有機−無機ハイブリッド・有機ポリマーを用いた太陽電池の研究 106 水環境
77 分子性ナノ量子磁石 113 光合成明反応装置/構造・機能・制御
79 リビングラジカル重合 114 積層フィルムやカプセルに関する研究
80 アンテナ系と電荷分離系をまねた人工光合成モデルの構築 115 カーボンナノチューブの合成とデバイス評価
81 多孔性配位高分子 116 金属および金属酸化物ナノ粒子・ナノ構造体の合成と光学的応用についての研究
82 ネオグリコリピド糖鎖マイクロアレイによる糖鎖認識タンパク質の結合特異性の検索 117 マイクロバイオ・化学システム
83 金属酵素による酸素分子の活性化 118 メソポーラス材料/シリカ系有機無機ハイブリッド材料/有機超分子集合体
84 タンパク質のフォルディング 120 有機トランジスタ/高性能・高機能化
85 イオン液体 121 高分子有機LEDおよびリン光有機LED  








図表 10 化学合成とナノサイエンスの間に研究領域が増加している様子 
 
 サイエンスマップ 2004 サイエンスマップ 2006 
ナノ サイエ ン ス
化学合成
ナノ サイエ ン ス
化学合成
 












11)。サイエンスマップ 2004 から 2006 の比較を見ると「強磁性半導体スピントロニクス(2006、ID55)」、「半
導体中でのスピンの電気的制御/固体素子による量子コンピュータ(2006、ID57)」が論文量を増している。






















サイエンスマップ 2004 と 2006 を比較すると、一部の注目研究領域の融合が見られるが、基本的にはサ














図表 11 サイエンスマップ 2006 (物性研究/素粒子・宇宙論拡大図及び研究領域リスト) 
 
 
ID 研究領域名 ID 研究領域名
40 ガンマ線バーストと相対論的天体爆発現象 65 反ド・ジッター空間と共形場の理論の双対性から見たブレイン宇宙論
41 銀河の形成と進化 66 Ｂ中間子とニュートリノのフレーバー物理・暗黒物質・ミューオン異常磁気能率から標準模型を超える物理を探る
52 メタマテリアル 67 非可換空間上の場の理論
53 二硼化マグネシウムの超伝導特性と応用 68 AdS/CFT対応の検証と可積分性
54 アト秒量子ダイナミクス 69 観測的宇宙論とそれを巡る素粒子的模型
55 強磁性半導体スピントロニクス 70 高次元ブラックホール
56 多次元光子による量子情報制御 77 分子性ナノ量子磁石
57 半導体中でのスピンの電気的制御/固体素子による量子コンピュータ 80 アンテナ系と電荷分離系をまねた人工光合成モデルの構築
58 高温超伝導スペクトロスコピー/新奇電子相 81 多孔性配位高分子
59 高エネルギー密度科学 85 イオン液体
61 量子情報・通信、光ナノサイエンス 86 分子マシン・単分子導電体による超分子ナノデバイスに関する研究
62 ハドロン分光学 90 合成ポリマー固定化触媒技術
63 強く相互作用し合った物質の新しい量子凝縮相 92 遷移金属触媒を用いる分子変換反応
64 高エネルギー原子核衝突によるクォーク物質の探求
 









あり、全 124 注目研究領域の平均出版年である 2003.4 年より新しいことが分かった。 
 
これらの新たに抽出された注目研究領域は、３つのパターン(A, B, C)に分けることができる。 














図表 12 新たに抽出された注目研究領域 




2 肝細胞がんのステージ分類/治療アルゴリズム/予後予測 14 2002.6 6
5 深在性真菌症 45 2004.0 16
10 在来型感染症/耐性菌感染症 59 2003.2 26
28 植物細胞プロテオーム解析 25 2003.2 13
36 気候変動に起因する動植物活動変化の検知・予測・対策支援技術 38 2004.1 10
40 ガンマ線バーストと相対論的天体爆発現象 66 2004.9 12
43 窒化物半導体トランジスタ/高電圧および高周波応用 19 2003.1 10
44 ニューロン・グリア相互作用による脳機能の統合的理解 19 2004.7 3
45 内臓感覚と情動・共感の神経機構 17 2003.7 0
46 意思決定神経科学 13 2003.3 4
52 メタマテリアル 66 2003.8 15
59 高エネルギー密度科学 28 2004.2 6
71 エレクトロスピニング法によるナノファイバー技術とティッシュ・エンジニアリング研究 49 2003.5 16
77 分子性ナノ量子磁石 32 2003.6 8
83 酸素分子活性化酵素 29 2003.6 8
84 タンパク質のフォルディング 45 2003.1 16
94 大気汚染（特に粒子状物質）の循環器系疾患への影響に関わる疫学研究 13 2004.1 2
105 衛星・地上観測に基づく水蒸気・雲・エアロゾル・アルビードの定量化 18 2004.3 8
113 光合成明反応装置/構造・機能・制御 26 2003.7 7  
(注) パターン A は赤色、パターン B は水色で ID 部分を色づけた。 






図表 13 にサイエンスマップ 2004 と 2006 における研究領域の構成を示す。調査手法で見たように、サ
イエンスマップ 2006 で得られた研究領域は、サイエンスマップ 2004 と比べると、ひとつの研究領域に含ま
れるリサーチフロントサイズが小さい。このため、サイエンスマップ 2006 の注目研究領域数は 124 領域と、
サイエンスマップ 2004 と比べて 9 領域減少した。 
一方で、準注目研究領域(リサーチフロント数が 5 以下の研究領域)を見るとサイエンスマップ 2004 では
493、サイエンスマップ 2006 では 563 となっており、サイエンスマップ 2006 の方が多い。この内、領域を構
成するコアペーパの平均出版年が新しいもの(サイエンスマップ 2004 では 2002 年以降、サイエンスマップ
2006 では 2004 年以降)に注目すると、サイエンスマップ 2004 では 131、サイエンスマップ 2006 では 171
となっている。つまり、サイエンスマップ 2006 で準注目研究領域数が多い部分の大半は、コアペーパの平
均出版年が 2004 年以降の新しい領域で説明できることになる。 































次にサイエンスマップ 2006 上で、2004 年以降にコアペーパの平均出版年を持つ準注目研究領域がど
こに位置しているかを調べた。これまでの時系列分析から少数のリサーチフロントから構成される研究領
域は、安定性が悪く、時系列分析を行うと一定数は消滅することが分かっている。そこで、以下の分析で
はコアペーパ数が 10 以上の準注目研究領域を対象とする。2004 年以降にコアペーパの平均出版年を













































図表 14 今後の発展が見込まれる研究領域の位置 
 
(注) 黄色の丸が注目研究領域候補であり、コアペーパの平均出版年を併記している。 




















かは特に意味を持たない。注目研究領域を構成するコアペーパの 22 分野の分布のデータは、第 II 部「３．
研究領域を構成するコアペーパの分野分布」を用いた。学問分野関連マップ中の数字は、データベース
上で各注目研究領域に付けられた研究領域 ID であり、ID 番号に対応する注目研究領域名を学問分野
関連マップ中に示した。 
学問分野関連マップ中央に点線で描かれた円の外にある注目研究領域は、コアペーパの６割以上が
22 分野の何れかに属する注目研究領域である。逆に、点線の内側、つまり何れの分野とも 6 割を超えな
い場合は、特定の分野に偏らない領域であると考え、学際的・分野融合的領域とした。 
学問分野関連マップ中、研究領域 ID の網掛けが赤色で示されているのは日本論文の比率が 15％以
上、オレンジ色は 9％以上 15％未満、黄色は比率が 4％以上 9％未満、水色は比率が 0％以上 4％未満、
網掛けがされていないのは比率が 0％の注目研究領域である。 





(２) 学問分野関連マップからみえる 124 研究領域の特徴 
124 注目研究領域のうち、40 注目研究領域が臨床医学や植物・動物学といった生命科学に関連する
ものである。この内、半数を超える 23 注目研究領域が臨床医学に軸足を置くものであった。また、化学、
物理学、工学、材料科学では 40 注目研究領域、環境/生態学、地球科学では 5 注目研究領域抽出され
ている。また、少数であるが、宇宙科学、社会科学・一般の注目研究領域も含まれている。また、124 領域
の 2 割 5 分である 32 注目研究領域が学際的・分野融合的領域となっている。 





























図表 15 学問分野関連マップ 
○ この図は、注目研究領域を構成するコアペーパの 22 分野の分布を比較し、似た分野分布を持つ注目研究領域間に引力が働くモデル(重力モデル)を用いて作成した。 




分野 ID 研究領域名 44 ニューロン・グリア相互作用による脳機能の統合的理解
1 薬剤溶出性ステント 45 内臓感覚と情動・共感の神経機構
2 肝細胞がんのステージ分類/治療アルゴリズム/予後予測 46 意思決定神経科学
3 ヒストン脱アセチル化酵素（HDAC）阻害剤による抗腫瘍効果の基礎及び臨床的研究 47 シナプス可塑性におけるＡＭＰＡ受容体およびスパイン形態の動態
4 血液凝固制御系による生態防御 48 精神・神経疾患の原因解明と治療法の開発
5 深在性真菌症 精神医学/心理学 49 ヒト脳の機能解析、および精神疾患の薬物療法
6 H5N1亜型高病原性鳥インフルエンザの研究 社会科学・一般 50 ネットワークからみた生産プロセスの構造分析






13 糖尿病の薬物治療／チアゾリジン系誘導体 分野 ID 研究領域名
14 急性冠症候群の発症に影響を及ぼす動脈硬化，脂質代謝異常，糖代謝異常と脂質低下剤および糖代謝改善薬の急性冠症候群発症抑制作用 52 メタマテリアル
15 グレリン/機能と病態生理的意義 53 二硼化マグネシウムの超伝導特性と応用
16 ホルモン療法/乳がん予防 54 アト秒量子ダイナミクス
17 分子標的治療/タイプⅢチロシンキナーゼ関連腫瘍 55 強磁性半導体スピントロニクス
18 HER2(ヒト上皮成長因子受容体２)陽性乳がんに対する抗体療法の基礎および臨床研究 56 多次元光子による量子情報制御
19 肥満・糖尿病 57 半導体中でのスピンの電気的制御/固体素子による量子コンピュータ
20 EGFR変異などを標的とする分子標的治療の新展開 58 高温超伝導スペクトロスコピー/新奇電子相
21 細胞外環境による組織幹細胞の制御ならびにがん幹細胞の特性に関する研究 59 高エネルギー密度科学
22 がん/遺伝子発現プロファイル解析 60 複雑ネットワーク







分野 ID 研究領域名 68 AdS/CFT対応の検証と可積分性
生物学・生化学 24 イオン・水チャネル分子の動作原理の解明 69 観測的宇宙論とそれを巡る素粒子的模型
25 ゲノムワイド遺伝子発現解析・発現調節機能解析 70 高次元ブラックホール
26 ヒストンの多様性と生命現象 71 エレクトロスピニング法によるナノファイバー技術とティッシュ・エンジニアリング研究
27 植物機能ゲノミクス研究 72 無機酸化物・有機−無機ハイブリッド・有機ポリマーを用いた太陽電池の研究
28 植物細胞プロテオーム解析 73 超微細結晶粒/巨大ひずみ加工
29 植物―微生物相互作用 74 時空間符号
30 植物の光環境応答制御/花芽形成機構 75 多機能署名/多機能暗号
31 レドックス制御 76 インタラクトーム解析
32 植物の誘導防衛機構 77 分子性ナノ量子磁石
33 植物の環境ストレス応答／代謝プロファイリング／細胞構造とリン脂質代謝 78 高分子系ナノコンポジット
34 植物感染防御/植物免疫 79 リビングラジカル重合
35 ポリ臭素化ジフェニルエーテル（PBDEs）を主体とした臭素系難燃剤の環境汚染学的研究 80 アンテナ系と電荷分離系をまねた人工光合成モデルの構築
36 気候変動に起因する動植物活動変化の検知・予測・対策支援技術 81 多孔性配位高分子
37 生物多様性 82 ネオグリコリピド糖鎖マイクロアレイによる糖鎖認識タンパク質の結合特異性の検索
38 大気汚染物質、ミネラルダストの気候影響 83 金属酵素による酸素分子の活性化
39 地球史 84 タンパク質のフォルディング
40 ガンマ線バーストと相対論的天体爆発現象 85 イオン液体
41 銀河の形成と進化 分野 ID 研究領域名 分野 ID 研究領域名 分野 ID 研究領域名 86 分子マシン・単分子導電体による超分子ナノデバイスに関する研究
42 固体高分子形燃料電池/物質移動･熱流動 93 重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲＳ）の発症機序と予防・治療法 104 固体高分子形燃料電池／高分子電解質膜 115 カーボンナノチューブの合成とデバイス評価 87 DNAナノ材料・デバイス
43 窒化物半導体トランジスタ/高電圧および高周波応用 94 大気汚染（特に粒子状物質）の循環器系疾患への影響に関わる疫学研究 105 衛星・地上観測に基づく水蒸気・雲・エアロゾル・アルビードの定量化 116
金属および金属酸化物ナノ粒子・ナノ構造体の合成と光学的応用につい
ての研究 88 炭素求核剤の触媒的不斉付加反応
95 HCV及びHIVに関する研究 106 水環境 117 マイクロバイオ・化学システム 89 バイオイメージングプローブ
コアペーパに日本論文が占める割合 96 薬物トランスポーターのヒト生体中機能解明 107 エアロゾル 118 メソポーラス材料/シリカ系有機無機ハイブリッド材料/有機超分子集合体 90 合成ポリマー固定化触媒技術
15%～ 97 Foxp3陽性CD25陽性CD4陽性制御性T細胞を中心とした免疫応答の抑制 108 自然免疫 119 同位体標識/定量的質量分析/タンパク質解析 91 触媒的不斉合成
9%～15% 98 アポトーシス（細胞死）と炎症 109 微生物多様性 120 有機トランジスタ/高性能・高機能化 92 遷移金属触媒を用いる分子変換反応
4%～9% 99 胚性幹細胞／神経誘導 110 タンパク質のユビキチン化とSUMO化に関する研究 121 高分子有機LEDおよびリン光有機LED
0%～4% 100 大気と陸域生態系間のCO2等交換過程の研究 111 生命現象の複階層的な調節機構 122 バイオインフォマティクス/トランスクリプトーム
0% 101 蛋白質性感染因子/遺伝物質の新パラダイム 112 内因性カンナビノイドシグナルの分子機構及び生理的役割 123 パーキンソン病の病因病態とオートファジーによる細胞内品質管理機構
102 TRPチャネルの生理機能 113 光合成明反応装置/構造・機能・制御 124 アルツハイマー病の分子病態と治療














































































































































































































































図表 17 学際的・分野融合的研究領域の研究領域相関マップ上での位置づけ 
 
 
(注) 特定分野のコアペーパ分布が 6 割以上を占める部分は分野に対応する色で表示され、特定分野のコアペーパ分布が 6 割より小さい
場合は、学際的・分野融合性が高い部分として色づけしていない。 









































































図表 18 124 研究領域における各国のシェアの変化 
平均シェア(％)
米国 ドイツ 英国 日本 フランス 韓国 中国
サイエンスマップ2004 62.8 12.9 12.0 9.1 7.3 1.8 2.0
サイエンスマップ2006 60.2 13.9 12.6 9.6 8.1 2.3 3.7
 
(注) 論文シェアの計算には整数カウントを用いた。 






的に大きい。日本論文比率が 9%を超えている注目研究領域を図表 19 に示した。 
物理学の 19 注目研究領域中 14 領域で、日本論文の比率が 9％を超えている。その中で、15％を超え
ている注目研究領域が 10 領域存在する。物理学関係の注目研究領域で最も日本論文比率が高いのは、
「高温超伝導スペクトロスコピー/新奇電子相(44％)」である。 






















80 アンテナ系と電荷分離系をまねた人工光合成モデルの構築 20 16 80 27 植物機能ゲノミクス研究 35 5 14
58 高温超伝導スペクトロスコピー/新奇電子相 45 20 44 20 EGFR変異などを標的とする分子標的治療の新展開 93 13 14
108 自然免疫 133 51 38 96 薬物トランスポーターのヒト生体中機能解明 136 18 13
65 反ド・ジッター空間と共形場の理論の双対性から見たブレイン宇宙論 17 6 35 31 レドックス制御 38 5 13
15 グレリン/機能と病態生理的意義 58 20 34 98 アポトーシス（細胞死）と炎症 71 9 13
78 高分子系ナノコンポジット 21 7 33 77 分子性ナノ量子磁石 32 4 13
59 高エネルギー密度科学 28 8 29 89 バイオイメージングプローブ 56 7 13
104 固体高分子形燃料電池／高分子電解質膜 22 6 27 28 植物細胞プロテオーム解析 25 3 12
123 パーキンソン病の病因病態とオートファジーによる細胞内品質管理機構 71 19 27 25
ゲノムワイド遺伝子発現解析・発現調節機能解
析 26 3 12
53 二硼化マグネシウムの超伝導特性と応用 49 13 27 90 合成ポリマー固定化触媒技術 26 3 12
55 強磁性半導体スピントロニクス 85 21 25 42 固体高分子形燃料電池/物質移動･熱流動 35 4 11
56 多次元光子による量子情報制御 26 6 23 21 細胞外環境による組織幹細胞の制御ならびにがん幹細胞の特性に関する研究 27 3 11
47 シナプス可塑性におけるＡＭＰＡ受容体およびスパイン形態の動態 22 5 23 79 リビングラジカル重合 63 7 11
62 ハドロン分光学 90 20 22 48 精神・神経疾患の原因解明と治療法の開発 86 9 10
29 植物―微生物相互作用 50 11 22 64 高エネルギー原子核衝突によるクォーク物質の探求 134 14 10
19 肥満・糖尿病 173 37 21 102 TRPチャネルの生理機能 58 6 10
40 ガンマ線バーストと相対論的天体爆発現象 66 13 20 24 イオン・水チャネル分子の動作原理の解明 49 5 10
73 超微細結晶粒/巨大ひずみ加工 83 16 19 70 高次元ブラックホール 79 8 10
113 光合成明反応装置/構造・機能・制御 26 5 19 33 植物の環境ストレス応答／代謝プロファイリング／細胞構造とリン脂質代謝 221 22 10
118 メソポーラス材料/シリカ系有機無機ハイブリッド材料/有機超分子集合体 76 14 18 61 量子情報・通信、光ナノサイエンス 162 16 10
91 触媒的不斉合成 205 37 18 85 イオン液体 103 10 10
57 半導体中でのスピンの電気的制御/固体素子による量子コンピュータ 106 19 18 69 観測的宇宙論とそれを巡る素粒子的模型 415 40 10
30 植物の光環境応答制御/花芽形成機構 102 18 18 117 マイクロバイオ・化学システム 78 7 9
66 Ｂ中間子とニュートリノのフレーバー物理・暗黒物質・ミューオン異常磁気能率から標準模型を超える物理を探る 265 46 17 103
低酸素誘導性因子1の活性化とがんの微小環境
の形成 68 6 9
38 大気汚染物質、ミネラルダストの気候影響 75 12 16 120 有機トランジスタ/高性能・高機能化 69 6 9
43 窒化物半導体トランジスタ/高電圧および高周波応用 19 3 16 115 カーボンナノチューブの合成とデバイス評価 235 20 9
54 アト秒量子ダイナミクス 26 4 15
10 在来型感染症／耐性菌感染症 59 9 15
41 銀河の形成と進化 167 25 15
 
(注) 論文シェアの計算には整数カウントを用いた。 







また、32 の学際的・分野融合的領域では、8 領域において、日本論文比率が 9％を超えている。前回
調査時は、39 の学際的・分野融合的領域中、日本論文比率が 9％を超えているのは 19 領域であったた
め、これらの領域でも一定の存在感を持っていることが示唆されていたが、今回はやや存在感を落として
いる。 
124 注目研究領域における各国の論文比率ごとの注目研究領域分布を図表 20 に示す。前回調査(サ
イエンスマップ 2004)と比較すると、日本は日本論文比率が 0％の注目研究領域が 2 割強から 2 割へと減
っていることが確認できる。フランス、韓国、中国で同様の傾向が見られる。 
 






























































































(注 1) 論文シェアの計算には整数カウントを用いた。 
(注 2) 図表中の 2004 はサイエンスマップ 2004(前回調査)を、2006 はサイエンスマップ 2006(本調査)を示す。 




















図表 21 サイエンスマップ 2006 上に示した日本論文比率 (a)コアペーパ、(b)サイティングペーパ  
(a)  (b) 
  
(注) 論文シェアが 5％を水色で表示し、30％以上を赤色で表示した。論文シェアの計算には整数カウントを用いた。 








































































図表 22 サイエンスマップ 2006 上に示した米国論文比率 (a)コアペーパ、(b)サイティングペーパ  
(a) (b) 
  
(注) 論文シェアが 5％を水色で表示し、80％以上を赤色で表示した。論文シェアの計算には整数カウントを用いた。 
データ： Thomson Scientific 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
 



































サイエンスマップ 2004 と 2006 を比較すると、中国の科学研究の活動範囲及び活性度の両方が増しつ
つある状況が分かる。 
サイティングペーパ(図表 23(b))に注目すると、サイエンスマップ 2004 では、ナノサイエンスにおける中












図表 23 サイエンスマップ 2006 上に示した中国論文比率 (a)コアペーパ、(b)サイティングペーパ  
(a) (b) 
  
(注) 論文シェアが 5％を水色で表示し、30％以上を赤色で表示した。論文シェアの計算には整数カウントを用いた。 
データ： Thomson Scientific 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
 
図表 24 サイエンスマップ 2004 上に示した中国論文比率 (a)コアペーパ、(b)サイティングペーパ  
(a) (b) 
  
(注) 論文シェアが 5％を水色で表示し、30％以上を赤色で表示した。論文シェアの計算には整数カウントを用いた。 












































































以下にサイエンスマップ 2006 の結論と今後の展開について述べる。 
 
７－１ 結論 
(１) サイエンスマップ 2004 と 2006 の比較から見える科学研究の変化 










ら RNA への転写調節機構の解明に主眼がおかれてきた。しかしながら、2000 年代に入るとこれに加えて、




                                              
6 総合的なレビューとしては以下がある。Börner, K., Chen, C., and Boyack, K. W. (2003), “Visualizing Knowledge Domains”, Annual 
















































サイエンスマップ 2004 と 2006 を比較すると、一部の注目研究領域の融合が見られるが、基本的にはサ

































サイエンスマップ 2006 で抽出された 124 研究領域における日本の平均シェアは 9.6%であり、サイエン


















今回調査の経験を踏まえ、次回調査以降の展開として以下の 4 つを挙げたい。 
 
(定期的な科学の観測) 
サイエンスマップ 2004 と 2006 の比較や専門家からの聞き取り調査から、科学研究は 2 年の期間にお




















































1. 調査手法の詳細 - 注目研究領域の内容分析について 
57 ページ以降に論文データベース分析で構築された 124 の注目研究領域についての内容分析の結
果を示す。注目研究領域の内容分析は以下から構成されている。 
 










○ 個別研究領域マップに描かれている円は、1 つのリサーチフロントに対応している。 
○ 円に横に書かれている番号は、リサーチフロントの id（小文字）番号を示す。 
○ 円の面積は、リサーチフロントを構成するコアペーパの被引用数の合計に比例している。 
○ 濃い色は、コアペーパの被引用数の増加が顕著なリサーチフロント（急増フロント）を示す。 



























































領域 ID 研究領域名 ページ数
1 薬剤溶出性ステント 57 
2 肝細胞がんのステージ分類/治療アルゴリズム/予後予測 58 
3 ヒストン脱アセチル化酵素（HDAC）阻害剤による抗腫瘍効果の基礎及び臨床的研究 59 
4 血液凝固制御系による生態防御 60 
5 深在性真菌症 61 
6 H5N1 亜型高病原性鳥インフルエンザの研究 62 
7 薬物による骨代謝調節とその臨床応用 63 
8 ホルモン補充療法（HRT）の作用と副作用の変遷 64 
9 血栓塞栓症研究 65 
10 在来型感染症／耐性菌感染症 66 
11 リンパ球活性化臓器障害の抗体療法等による制御 67 
12 心臓病に対するリスク・アセスメント、治療効果、及び、診断法に関する研究 68 





15 グレリン/機能と病態生理的意義 71 
16 ホルモン療法/乳がん予防 72 
17 分子標的治療/タイプⅢチロシンキナーゼ関連腫瘍 73 
18 HER2(ヒト上皮成長因子受容体２)陽性乳がんに対する抗体療法の基礎および臨床研究 74 
19 肥満・糖尿病 75 
20 EGFR 変異などを標的とする分子標的治療の新展開 76 
21 細胞外環境による組織幹細胞の制御ならびにがん幹細胞の特性に関する研究 77 
22 がん/遺伝子発現プロファイル解析 78 
23 傷害組織修復機構の生物学的解明と臨床応用 79 
24 イオン・水チャネル分子の動作原理の解明 80 
25 ゲノムワイド遺伝子発現解析・発現調節機能解析 81 
26 ヒストンの多様性と生命現象 82 
27 植物機能ゲノミクス研究 83 
28 植物細胞プロテオーム解析 84 
29 植物―微生物相互作用 85 
30 植物の光環境応答制御/花芽形成機構 86 








領域 ID 研究領域名 ページ数
32 植物の誘導防衛機構 88 
33 植物の環境ストレス応答／代謝プロファイリング／細胞構造とリン脂質代謝 89 





36 気候変動に起因する動植物活動変化の検知・予測・対策支援技術 92 
37 生物多様性 93 
38 大気汚染物質、ミネラルダストの気候影響 94 
39 地球史 95 
40 ガンマ線バーストと相対論的天体爆発現象 96 
41 銀河の形成と進化 97 
42 固体高分子形燃料電池/物質移動･熱流動 98 





































































領域 ID 研究領域名 ページ数
94 大気汚染（特に粒子状物質）の循環器系疾患への影響に関わる疫学研究 150
95 HCV 及び HIV に関する研究 151
96 薬物トランスポーターのヒト生体中機能解明 152





102 TRP チャネルの生理機能 158





























（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平 均 出 版 年


























本研究領域は既に臨床使用されている sirolimus-eluting stent (SES)ならびに paclitaxel-eluting 
stent(PES)を中心にリサーチフロントが構成されており主な内容は以下のとおりである。 
○ 冠動脈内放射線照射に関する研究 
○ SES ならびに PES の基礎、動物実験、臨床成績など 
○ DES の病変部位別の治療成績 



















（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コ ア ペ ー パ の 平 均 出 版 年












































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平 均 出 版 年






















2006 年に米国 FDA より抗がん剤として認可されている。その抗腫瘍効果の更に詳細な解明は、基礎研
究、臨床研究、そして実際の臨床現場の使用においても重要である。 
○ HDAC 阻害剤と TRAIL に関する研究 
○ HDAC 阻害剤と ROS（Reactive Oxygen Species）に関する研究 
○ HDAC 阻害剤と抗てんかん剤の関係 
○ HDAC 阻害剤の臨床試験 
抗腫瘍効果サイトカインである TRAIL と HDAC 阻害剤の併用効果に関する報告（id3946）、HDAC 阻
害剤自身が TRAIL の産生を誘導する報告（id4863）、HDAC 阻害剤の抗腫瘍効果には（ROS）が関与
する報告（id483）、HDAC 阻害剤が正常細胞には低毒性であることを ROS の産生程度から説明する報
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○ H5N1 亜型高病原性鳥インフルエンザの病原性の研究 
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次的な効果があると報告されていた。ところが 2001 年 Women’s Health Initiative(WHI)の報告により、
これら 2 次的な効果が明らかではなく、動脈硬化を逆に促進し、卵巣がんを増加する可能性がある
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1895 年に最初に報告された乳がんのホルモン療法は 1990 年代に入りタモキシフェンの登場により





○ ホルモン剤の効果に関する研究（id685, 2053, 3045, 3102, 376） 




















（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均 出版年












































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平 均 出 版 年
7(2) 19(1) 2202 3814 2002.9 
 
HER2(ヒト上皮成長因子受容体 2)遺伝子および HER2 タンパクの同定は 1985 年までさかのぼり、乳が
んとの関連は 1987 年に初めて報告された。がんの発生･進展に促進的に関わるがん遺伝子であり、





本研究領域は HER2 陽性乳がんに対する Trastuzumab(Herceptin®)を用いた分子標的治療に関する
以下のリサーチフロントで構成される。 
○ 様々な設定での臨床試験による有効性の評価と、より効果の高い併用抗がん剤の検討(id415, 601, 
3887, 4770) 
○ HER2 状況検査法の問題点(id583, 2123) 


























（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平 均 出 版 年
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○ EGFR と肺がんにおけるその変異 
○ 肺がん、とくに非小細胞肺がんとその治療 
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（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平 均 出 版 年
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イオン透過が共役して起こる現象についてあらたな研究領域が生じてきた（id4545, 42, 1745）。 


















（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
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○ DNA 複製、遺伝子転写後のクロマチン再構築と、ヒストンバリアントに関する研究 
○ DNA 損傷後細胞周期停止と、ヒストン修飾に関する研究 
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○ 系統的遺伝子破壊による遺伝子機能解析  
○ 植物のセントロメア領域の解析 
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○ 発達期可逆性と in vivo 長期観察 
発達に伴う回路形成や経験依存的シナプス可塑性の分子機構と形態変化。シナプス外部のＴＰＡ活性














（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年



























○ VEGF による運動神経の生存保持に関する研究 





















（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年

















































○ 双極性障害（bipolar disorder）患者の脳機能研究およびその診断・治療 
○ 統合失調症の薬物療法 
id3447 では、健常人と精神病患者とを比較し、感情認知の機能を担当する脳領域の研究を行ってい
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半導体がある。半導体デバイスに実際用いられている GaAs に Mn をドープした材料が 1990 年代からさ
かんに研究されているが、強磁性転移温度が室温に届かないことから、室温で強磁性を示す物質が強く
求められている。 
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○ 相対論的高エネルギー密度科学(Relativistic High Energy Density Science) 
○ 極限的高エネルギー密度科学(Extreme High Energy Density Science) 

















（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
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（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
34(6) 241(11) 5996 22778 2003.5 


































































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年














RHIC実験によるクォーク物質発見（id 5226）、およびその性質を理解しようとする理論的展開(id 4361, 




















































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年














で続けられてきた。超弦理論を矛盾なく構成できる時空の次元は 10 次元であるため、余分な 6 次元の空
間が小さく縮まり観測されなくなるという「コンパクト化」と呼ばれるシナリオが当初から考えられた。その
後、1990年代初めに Polchinski らの仕事により、弦理論の古典解として、D-ブレインというものが存在す
ることがほぼ明らかになったが、1999 年に Randall と Sundrum によりこのブレインの上に物質やエネル
ギーが閉じ込められ、その中にわれわれが住んでいるという「ブレイン世界」のシナリオが提案された。そ
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れは典型的には AdS(5)×S(5)上の超弦理論と N=4 超対称ヤン・ミルズ理論(ゲージ理論)が等価であると
いう予想である。1997 年にマルダセナによってこの予想が提出されてから数年間は、超弦理論が超重力
理論で近似できる結合定数の領域でこの予想の検証が行われた。2002 年の PP wave 極限（または BMN
極限）の発見以降、超重力理論近似を超えた領域でのこの予想の検証の研究が始まった。本研究領域
はこの潮流を表すもので、相互に深く関係した次の３つのリサーチフロントの集合に大きく分けられる。 
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結晶粒微細化プロセスとして、巨大ひずみ加工 (id1261, 5844, 1006,2347) を用いる場合と、粉末法や電析
法などを用いる場合に分かれているが、最近で ECAP 法 (id1006, 2347) の他に種々の巨大ひずみ加工プロ
セスが開発されており、実用性も秘めているため、関連の研究はさらに増えることが見込まれる。巨大ひずみ加
工プロセスは、マグネシウム (id1022, 1054)、チタン (id1050)、アルミニウム(id1040, 4224)、銅 (id4218) などい
ろいろな金属に適用され多くの研究発表が行われているとともに、高強度化 (id5096) や高ひずみ速度超塑
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○ ID-based cryptography / pairing-based cryptography 
楕円曲線上のペアリングを用いて構成される、ＩＤを公開鍵として用いることができる署名や暗号方式
である。暗号研究全体の中でも、近年最も活発に研究が進められている分野である。 
○ Anonymous signature 
匿名性を保ったままグループの誰かが署名したことを示すことができる署名方式である。 
○ Designated verifier signature 
指定された署名検証者のみが署名を検証できる署名方式である。 
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1980 年代に単分子量子磁石が初めて合成され、これまでに 200 種類ほどの化合物が合成されてい
る。また、21 世紀に入り、単一次元鎖量子磁石が初めて合成され、現在までに 20 タイプのものが報告さ
れている。これらの分子性ナノ量子磁石は従来の古典磁石（バルク磁石）とは全く違う機構で、1 個の分
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○ 原子移動ラジカル重合(ATＲＰ、id251, 1007, 4671) 
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○ DNA ワイアーの電子移動 
○ DNA コンピューティング 
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不斉反応の開発である。アルドール反応 (id6138, 6143, 6154, 6192, 6208, 6242)、 Mannich 反応
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○ SARS の臨床および疫学に関わる研究 
○ SARS コロナウイルスの感染と侵入に必要となるウイルスおよび宿主側の蛋白に関する研究 
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本研究領域は HCV 及び HIV に関する研究であり、以下のようなリサーチフロントから構成されている。























（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年








































ている。特に、MDR1 や OATP-C (SLCO1B1 とスタチン)での知見が多い。 
本研究領域は、以下のリサーチフロントからのアプローチがある。 
○ 薬物トランスポーター遺伝子多型解析(id392, 3010, 3070) 
○ 肝取り込み薬物トランスポーターを介した副作用(669, 1992)と肝取り込み薬物トランスポーターを介し
た薬物相互作用(id2463) 
○ 薬物トランスポーターの関与が示唆される消化器系疾患(id51,3093, 4303) 










Foxp3 陽性 CD25 陽性 CD4 陽性制御性 T 細胞を
中心とした免疫応答の抑制 




（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年







































































○ I 型糖尿病に関する研究 
○ NK 細胞に関する研究 
○ 共刺激分子に関する研究 
○ 制御性 T 細胞の研究 














（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
26 71(9) 6164 112844 2002.5 
 
アポトーシスは 1970 年代から認められていた古い現象であるが、その分子メカニズムや生理的意義に
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○ 侵害刺激受容および膀胱機能に関与する TRPV1 (VR1)（id41, 414） 
○ TRPV6 (CaT1) （id70） 
○ TRPM2 & Mg 吸収に関わる TRPM6（id 71） 
○ 平滑筋や脳で機能する TRPC1 & TRPC5（id562） 
○ 腎臓で Ca 再吸収に関わる TRPV5（id3976） 
○ 機械刺激受容に関わる TRPV4, Nomp C（id1721）。 
チャネル機能に関わるメカニズムの研究も進んでいる。特に、細胞や個体の感覚に関わる TRP チャネ
ルが注目されており、中でも温度刺激受容に関わる TRP チャネル研究の進展が著しい─熱受容体
TRPV1（id41, 414）、低温受容体 TRPA1 & TRPM8（id1721, 3736）、温かい温度の受容体 TRPV3 & 
TRPV4（id1721）。そうした温度感受性 TRP チャネルの最初の分子であるカプサイシン受容体 TRPV1 は
研究が最も進んでおり、鎮痛薬としての機能阻害剤開発に関わる研究も多い（id1232）。加えて、細胞内
の Ca ストアーの減少を感知して働くことが推定されている TRP チャネルと同じような機能を有する新たな
蛋白質群（STIM1 & Orai1）が 2006 年に報告されて、研究者人口はさらに増大した。 
内容分析 
担当者 
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○ HIF-1の活性化とMEN (id2013, 2028) 
○ ミトコンドリア異常と生命現象 (id4769,4299,3858) 
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究（id 208, 794, 4230, 4957, 4964 など）  
○ パーフルオロ系高分子電解質膜に関する研究（id 208, 794, 850, 2185） 
○ PEFC 用の芳香族炭化水素系高分子電解質膜に関する研究（id 208, 1898, 4230, 4957, 4978） 
○ DMFC 用の芳香族炭化水素系高分子電解質膜に関する研究（id 208, 1898, 4964, 4978） 
○ 無機化合物とのコンポジット（ハイブリッド）電解質膜に関する研究（id 208, 845, 2185 など） 
パーフルオロ系電解質膜では、耐久性と操作温度の向上及び燃料ガス・液のクロスオーバ低減に関
する研究が発展中である。スルホン化ポリイミド他の芳香族炭化水素系電解質膜では、高濃度メタノール
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なる分析技術に関する研究(id2730, 4110, 4689, 4966)の進歩に伴い、効果的な処理技術に関する知見
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○ TLR 依存的および非依存的なウイルス感染認識と樹状細胞活性化に関する研究 
○ TLR による病原体および自己成分の認識と活性化調節機構に関する研究 




















（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年















































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 
リサーチフロント数 
(被引用数の急増するものの数)







































○ SUMO リガーゼ構造と生理機能に関する研究 
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○ RNAi を介した遺伝子発現調節およびヒストン H３のメチル化 




ントであり、本研究領域内においても相当数の ID 数が存在する（id2771、2758、1928 等）。また、植物ホ
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有機 LED(OLED)は 1990 年代から急速に研究開発が活発化した。低分子化合物を用いた OLED に関
する研究開発が先行し、高分子 OLED は、やや技術的に遅れた形で研究開発が行われている。常にキ
ーテクノロジーのトリガーは低分子 OLED からスタートしている。 
本研究領域の一つであるリン光 OLED も低分子からスタートした後、高分子リン光 OLED が追随してい
る様子がうかがえる。リサーチフロント id261 はすべて低分子 OLED に関する報告である。また、高分子蛍
光材料としては、ポリフルオレン化合物が中心的な材料として現在開発されている様子が伺える。リサー
チフロントを構成している研究内容は以下の通りである。 
○ フルオレン系高分子 LED の研究開発 
○ フルオレン以外の高分子骨格やデンドリマー骨格を用いた高分子 LED の研究開発 
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大まかには、二色蛍光型マイクロアレイに関するバイオインフォマティクス研究（id60, 2407, 3377, 
4263）についての統計処理、遺伝子およびサンプルの分類法(id2151)および大量発現プロファイルデー
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百年前、ドイツの精神科医 Alois Alzheimer は最初に初老期に発症する痴呆症例を報告した。後にア
ルツハイマー病（AD）と呼ばれることになる神経変性疾患の原因は長い間不明であった。現在も AD の根
本的治療薬は存在しない。最近、分子レベルの研究の進展により、AD の発症メカニズムが明らかにされ




















今後 5 年以内の発展状況についてアンケート調査を実施した。 
まず、その前提として、分析担当した注目研究領域の個別研究領域マップは、注目研究領域の内部
構造を適切に可視化できているかを、５（思う）～1(思わない)の 5 段階で評価してもらった。結果が、図表 
1である。本調査で行なった注目研究領域の可視化は、おおむね研究者の現場感覚に近いことが示唆さ
れた。 
図表 1 注目研究領域の内部構造の可視化に対する評価 










第１問目では、注目研究領域は、1990 年代後半から 2001～2006 年（調査対象期間）までの約 10 年間
でどのような変化があったと思われるかを、下記項目より該当する項目（複数可）を選択してもらった。結
果は、図表 2である。 

























１． 1990 年代後半は、もう少し大きな研究領域の一部であったが、その後研究が進み一つの研究領域として独立した。 
２． 1990 年代後半は、別々に行われていた研究が、その後研究が進み一つの研究領域へと融合したという性格が強い。 
３． 1990 年代後半は、このような研究領域としては認識されていなかったが、その後研究が進み一つの研究領域が形成された。 
４． 1990 年代後半においても、前段となる研究領域は存在したが、その後研究が進み急速に関連する研究量が増加した。 












を、下記項目より該当する項目（複数可）を選択してもらった。結果は、図表 3である。  
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研究領域ID 研究領域名 農業科学 生物学・生化学 化学 臨床医学 計算機科学 経済・経営学 工学 環境/生態学 地球科学
1 薬剤溶出性ステント 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0





0.0 6.3 0.0 87.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
4 血液凝固制御系による生態防御 0.0 5.6 0.0 94.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
5 深在性真菌症 0.0 0.0 0.0 86.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
6 H5N1亜型高病原性鳥インフルエンザの研究 0.0 0.0 0.0 77.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
7 薬物による骨代謝調節とその臨床応用 0.0 9.4 0.0 89.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
8 ホルモン補充療法（HRT）の作用と副作用の変遷 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
9 血栓塞栓症研究 0.0 0.0 0.0 98.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
10 在来型感染症／耐性菌感染症 0.0 0.0 0.0 61.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
11 リンパ球活性化臓器障害の抗体療法等による制御 0.0 0.5 0.0 91.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 心臓病に対するリスク・アセスメント、治療効果、及び、診断法に関する研究 0.0 0.0 0.0 97.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0





0.0 10.8 0.0 86.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
15 グレリン/機能と病態生理的意義 0.0 34.5 0.0 62.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
16 ホルモン療法/乳がん予防 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0





0.0 10.5 0.0 89.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
19 肥満・糖尿病 0.0 24.3 0.0 61.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0





0.0 3.7 0.0 77.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
22 がん/遺伝子発現プロファイル解析 0.0 6.5 0.0 90.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
23 傷害組織修復機構の生物学的解明と臨床応用 0.0 3.1 0.0 92.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
24 イオン・水チャネル分子の動作原理の解明 0.0 61.2 10.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
25 ゲノムワイド遺伝子発現解析・発現調節機能解析 0.0 19.2 0.0 0.0 11.5 0.0 0.0 0.0 0.0
26 ヒストンの多様性と生命現象 0.0 11.4 0.0 8.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
27 植物機能ゲノミクス研究 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
28 植物細胞プロテオーム解析 0.0 12.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
29 植物―微生物相互作用 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
30 植物の光環境応答制御/花芽形成機構 0.0 2.9 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0
31 レドックス制御 0.0 18.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
32 植物の誘導防衛機構 0.0 0.0 2.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
33 植物の環境ストレス応答／代謝プロファイリング／細胞構造とリン脂質代謝 0.5 1.8 6.8 1.8 3.2 0.0 4.1 0.0 0.0





2.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 95.0 0.0
36 気候変動に起因する動植物活動変化の検知・予測・対策支援技術 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 94.7 2.6
37 生物多様性 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 96.3 0.0
38 大気汚染物質、ミネラルダストの気候影響 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.7 96.0
39 地球史 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.8 0.0 96.2
40 ガンマ線バーストと相対論的天体爆発現象 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.5 0.0 0.0
41 銀河の形成と進化 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
42 固体高分子形燃料電池/物質移動･熱流動 0.0 0.0 11.4 0.0 0.0 0.0 88.6 0.0 0.0
43 窒化物半導体トランジスタ/高電圧および高周波応用 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 94.7 0.0 0.0
44 ニューロン・グリア相互作用による脳機能の統合的理解 0.0 10.5 0.0 5.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
45 内臓感覚と情動・共感の神経機構 0.0 5.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0  
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免疫学 材料科学 数学 微生物学 分子生物学・遺伝学 複合領域 神経科学・行動学 薬学・毒性学 物理学 植物・動物学 精神医学/心理学 社会科学・一般 宇宙科学
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 6.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
2.2 0.0 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 17.1 0.0 2.9 0.0 0.0 0.0 2.9 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 37.3 0.0 0.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
6.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.9 0.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.6 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 3.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
1.7 0.0 0.0 0.0 9.2 0.0 2.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 18.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 3.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 3.1 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 28.6 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 69.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 80.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 2.9 2.9 0.0 0.0 0.0 94.3 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 88.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 16.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 82.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 94.1 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 81.6 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 97.1 0.0 0.0 0.0
0.0 0.5 0.0 0.5 0.5 0.0 0.0 2.7 0.0 77.8 0.0 0.0 0.0
0.8 0.0 0.0 5.6 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 88.7 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.6 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.7 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 18.2 0.0 0.0 0.0 77.3
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 0.0 0.0 0.0 99.4
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.3 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 84.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 70.6 0.0 0.0 0.0 23.5 0.0 0.0  
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研究領域ID 研究領域名 農業科学 生物学・生化学 化学 臨床医学 計算機科学 経済・経営学 工学 環境/生態学 地球科学
46 意思決定神経科学 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0
47 シナプス可塑性におけるＡＭＰＡ受容体およびスパイン形態の動態 0.0 4.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0
48 精神・神経疾患の原因解明と治療法の開発 0.0 0.0 0.0 3.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0
49 ヒト脳の機能解析、および精神疾患の薬物療法 0.0 0.0 0.0 3.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0
50 ネットワークからみた生産プロセスの構造分析 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.1 0.0 0.0 0
51 企業をとりまく経済環境 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0
52 メタマテリアル 0.0 0.0 0.0 0.0 10.6 0.0 24.2 0.0 0.0
53 二硼化マグネシウムの超伝導特性と応用 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0
54 アト秒量子ダイナミクス 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0
55 強磁性半導体スピントロニクス 0.0 0.0 3.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0
56 多次元光子による量子情報制御 0.0 0.0 0.0 0.0 7.7 0.0 7.7 0.0 0
57 半導体中でのスピンの電気的制御/固体素子による量子コンピュータ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0
58 高温超伝導スペクトロスコピー/新奇電子相 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0
59 高エネルギー密度科学 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0















ンス 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 0.0 0
62 ハドロン分光学 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.3 0.0 0
63 強く相互作用し合った物質の新しい量子凝縮相 0.0 0.0 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0
64 高エネルギー原子核衝突によるクォーク物質の探求 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.2 0.0 0
65 反ド・ジッター空間と共形場の理論の双対性から見たブレイン宇宙論 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0
66 Ｂ中間子とニュートリノのフレーバー物理・暗黒物質・ミューオン異常磁気能率から標準模型を超える物理を探る 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.9 0.0 0










性 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0
69 観測的宇宙論とそれを巡る素粒子的模型 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0
70 高次元ブラックホール 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0
71 エレクトロスピニング法によるナノファイバー技術とティッシュ・エンジニアリング研究 0.0 2.0 22.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
72 無機酸化物・有機−無機ハイブリッド・有機ポリマーを用いた太陽電池の研究 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
73 超微細結晶粒/巨大ひずみ加工 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 0.0 0
74 時空間符号 0.0 0.0 0.0 0.0 86.7 0.0 13.3 0.0 0.0
75 多機能署名/多機能暗号 0.0 0.0 0.0 0.0 94.6 0.0 5.4 0.0 0.0
76 インタラクトーム解析 0.0 11.8 0.0 0.0 74.5 0.0 0.0 0.0 0.0
77 分子性ナノ量子磁石 0.0 0.0 90.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
78 高分子系ナノコンポジット 0.0 0.0 76.2 0.0 0.0 0.0 9.5 0.0 0.0
79 リビングラジカル重合 0.0 0.0 95.2 0.0 0.0 0.0 3.2 0.0 0.0
80 アンテナ系と電荷分離系をまねた人工光合成モデルの構築 0.0 0.0 95.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 0.0
81 多孔性配位高分子 0.0 0.0 86.6 0.0 0.0 0.0 3.0 0.0 0.0
82 ネオグリコリピド糖鎖マイクロアレイによる糖鎖認識タンパク質の結合特異性の検索 0.0 12.7 85.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
83 金属酵素による酸素分子の活性化 0.0 20.7 79.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
84 タンパク質のフォルディング 0.0 28.9 62.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
85 イオン液体 0.0 3.9 84.5 0.0 0.0 0.0 9.7 0.0 0.0
86 分子マシン・単分子導電体による超分子ナノデバイスに関する研究 0.0 0.0 71.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
87 DNAナノ材料・デバイス 0.0 1.1 72.5 0.0 2.2 0.0 0.0 0.0 0.0
88 炭素求核剤の触媒的不斉付加反応 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
89 バイオイメージングプローブ 0.0 1.8 98.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0







免疫学 材料科学 数学 微生物学 分子生物学・遺伝学 複合領域 神経科学・行動学 薬学・毒性学 物理学 植物・動物学 精神医学/心理学 社会科学・一般 宇宙科学
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 84.6 0.0 0.0 0.0 15.4 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 4.5 0.0 90.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 10.5 1.2 68.6 0.0 0.0 0.0 16.3 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.8 1.5 0.0 0.0 81.5 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 92.9 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 65.2 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 9.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 87.1 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 3.8 3.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 76.9 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 75.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 1.8 0.0 1.8 3.6 0.0 0.0 69.1 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 98.8 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 96.7 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 99.2 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 97.8 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 96.2 0.0 0.0 0.0 1.9
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 97.2 0.0 0.0 0.0 2.8
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 87.5 0.0 0.0 0.0 12.3
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 61.2 0.0 4.1 0.0 0.0 0.0 4.1 6.1 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 70.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 85.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.3 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 13.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 9.4 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 1.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 10.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 8.9 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 1.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 8.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 15.4 0.0 1.1 0.0 1.1 0.0 0.0 6.6 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 7.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0  
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研究領域ID 研究領域名 農業科学 生物学・生化学 化学 臨床医学 計算機科学 経済・経営学 工学 環境/生態学 地球科学
91 触媒的不斉合成 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
92 遷移金属触媒を用いる分子変換反応 0.0 0.4 98.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
93 重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲＳ）の発症機序と予防・治療法 0.0 9.1 0.0 54.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
94 大気汚染（特に粒子状物質）の循環器系疾患への影響に関わる疫学研究 0.0 0.0 0.0 53.8 0.0 0.0 0.0 46.2 0.0
95 HCV及びHIVに関する研究 0.0 3.2 1.1 48.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
96 薬物トランスポーターのヒト生体中機能解明 0.0 8.1 0.0 53.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
97 Foxp3陽性CD25陽性CD4陽性制御性T細胞を中心とした免疫応答の抑制 0.0 0.5 0.0 58.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
98 アポトーシス（細胞死）と炎症 0.0 26.8 0.0 42.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
99 胚性幹細胞／神経誘導 0.0 19.4 0.0 54.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
100 大気と陸域生態系間のCO2等交換過程の研究 41.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 41.2 11.8
101 蛋白質性感染因子/遺伝物質の新パラダイム 0.0 55.9 17.6 8.8 0.0 0.0 2.9 0.0 0.0
102 TRPチャネルの生理機能 0.0 50.0 0.0 8.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
103 低酸素誘導性因子1の活性化とがんの微小環境の形成 0.0 39.7 8.8 26.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
104 固体高分子形燃料電池／高分子電解質膜 0.0 0.0 36.4 0.0 0.0 0.0 54.5 0.0 0.0
105 衛星・地上観測に基づく水蒸気・雲・エアロゾル・アルビードの定量化 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50
106 水環境 13.3 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 23.3 43.3 0.0
107 エアロゾル 0.0 0.0 6.0 0.0 0.0 0.0 27.4 19.0 47.6
108 自然免疫 0.0 7.5 0.0 36.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
109 微生物多様性 0.0 9.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 19.4 0
110 タンパク質のユビキチン化とSUMO化に関する研究 0.0 27.3 0.0 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
111 生命現象の複階層的な調節機構 0.0 19.7 0.3 11.6 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0
112 内因性カンナビノイドシグナルの分子機構及び生理的役割 2.1 16.7 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
113 光合成明反応装置/構造・機能・制御 0.0 42.3 11.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
114 積層フィルムやカプセルに関する研究 0.0 3.0 57.6 0.0 0.0 0.0 3.0 0.0 0.0
115 カーボンナノチューブの合成とデバイス評価 0.0 0.4 49.4 1.3 1.7 0.0 6.8 1.3 0.0
116 金属および金属酸化物ナノ粒子・ナノ構造体の合成と光学的応用についての研究 0.0 1.9 56.4 0.8 0.0 0.0 0.8 0.0 0.0
117 マイクロバイオ・化学システム 0.0 6.4 42.3 0.0 24.4 0.0 16.7 0.0 0.0
118 メソポーラス材料/シリカ系有機無機ハイブリッド材料/有機超分子集合体 0.0 0.0 55.3 0.0 0.0 0.0 2.6 0.0 0.0
119 同位体標識/定量的質量分析/タンパク質解析 0.0 11.9 41.7 13.1 4.8 0.0 13.1 0.0 0.0
120 有機トランジスタ/高性能・高機能化 0.0 0.0 27.5 0.0 0.0 0.0 1.4 0.0 0.0
121 高分子有機LEDおよびリン光有機LED 0.0 0.0 37.1 0.0 0.0 0.0 1.1 0.0 0.0
122 バイオインフォマティクス/トランスクリプトーム 0.0 13.0 0.0 0.0 30.4 0.0 0.0 0.0 0.0
123 パーキンソン病の病因病態とオートファジーによる細胞内品質管理機構 0.0 22.5 0.0 14.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0





免疫学 材料科学 数学 微生物学 分子生物学・遺伝学 複合領域 神経科学・行動学 薬学・毒性学 物理学 植物・動物学 精神医学/心理学 社会科学・一般 宇宙科学
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
1.3 0.0 0.0 28.6 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 5.2 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
17.3 0.0 0.0 28.6 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0
11.0 0.0 0.0 0.0 2.9 0.0 0.0 24.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
37.8 0.0 0.0 1.0 1.4 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
5.6 0.0 0.0 0.0 21.1 0.0 4.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 9.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.9 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 2.9 5.9 0.0 5.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 8.6 0.0 27.6 5.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 14.7 0.0 1.5 8.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
45.9 0.0 0.0 5.3 3.0 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 48.4 0.0 3.2 0.0 0.0 0.0 19.4 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 15.9 54.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.3 0.0 0.0 3.7 35.0 1.3 0.0 0.0 0.0 27.6 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 31.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 46.2 0.0 0.0 0.0
0.0 36.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 15.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.7 21.7 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 30.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 9.8 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 3.8 0.0 0.0 0.0 1.3 0.0 0.0 5.1 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 42.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 10.7 4.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 46.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 24.6 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 46.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 15.7 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 47.8 0.0 8.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 1.4 18.3 1.4 42.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
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